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第
２
章　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
起
草
過
程
に
み
る
虚
と
実 

　
　
　
　
　

―
―
国
際
正
義
と
主
権
尊
重
の
狭
間
で

吉
川　
　

元

１　

人
民
の
殺
戮
禁
止
と
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約

　

冷
戦
の
終
結
に
伴
い
、
共
産
党
一
党
独
裁
体
制
下
で
、
あ
る
い
は
途
上
国
の
権
威
主
義
体
制
下
で
、
政

府
（
政
治
権
力
）
に
よ
る
人
民
の
殺
戮
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
二
〇
世
紀
を
通
し
て

政
府
や
占
領
統
治
者
に
よ
る
人
民
の
殺
戮
の
犠
牲
者
数
は
、
な
ん
と
二
〇
世
紀
の
戦
争
犠
牲
者
数
を
上
回

る
ほ
ど
の
規
模
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
人
民
の
殺
戮
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
で

は
説
明
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
様
々
な
形
態
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
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こ
れ
ま
で
に
も
、
人
民
の
殺
戮
を
意
味
す
る
政
治
用
語
が
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
量
虐
殺
を
意
味
す
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
（holocaust

）、
あ
る
い
は
特
定
の
民

族
集
団
の
殺
害
を
意
味
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（genocide

）
は
、
す
で
に
な
じ
み
の
あ
る
言
葉
で
あ
る
。
近

年
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
定
義
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
大
量
殺
戮
に
関
し
て
、
民
衆
殺
戮
（dem

ocide

）、
政

治
殺
戮
（politicide

）、
階
級
殺
戮
（classicide

）
と
い
っ
た
用
語
が
創
ら
れ
、
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た

（Jones 2011: 26-29
）。
民
衆
殺
戮
と
は
、
政
府
（
統
治
者
）
に
よ
る
人
民
の
大
量
殺
戮
を
意
味
す
る
Ｒ
・
Ｊ
・

ラ
ン
メ
ル
の
造
語
で
あ
る
。
ラ
ン
メ
ル
に
よ
れ
ば
、
民
衆
殺
戮
と
は
、
銃
殺
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、
強
制
労

働
に
よ
る
虐
待
死
と
い
っ
た
政
府
に
よ
る
人
民
の
殺
戮
に
加
え
、
劣
悪
な
環
境
下
で
の
捕
虜
の
死
、
強
制

収
容
所
で
の
政
治
犯
の
死
、
拷
問
死
、
政
治
的
意
図
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
餓
死
、
強
制
移
住
の
際
に

発
生
す
る
暴
行
死
な
ど
、
政
府
が
意
図
的
に
無
視
し
た
こ
と
で
、
あ
る
い
は
死
に
至
る
こ
と
を
知
り
つ
つ

も
救
済
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
こ
と
で
生
じ
る
人
民
の
殺
戮
を
意
味
す
る
（Rum

m
el 1994: 36-43

）。
つ

ま
り
、
民
衆
殺
戮
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、
政
治
殺
戮
、
階
級
殺
戮
な
ど
様
々
な
形
態
に
よ
る
政
治
権
力
に

よ
る
人
民
に
対
す
る
大
量
殺
戮
を
意
味
す
る
政
治
用
語
で
あ
る
。

　

民
族
の
大
量
殺
戮
を
意
味
す
る
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
と
い
う
用
語
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
のgenes

（
種
族
ま

た
は
人
種
）
とcide

（
殺
戮
）
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
ユ
ダ
ヤ
系
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
法
学
者
Ｒ
・
レ
ム
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キ
ン
の
造
語
で
あ
る
。
レ
ム
キ
ン
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
暴
虐
を
告
発
す
る
た
め
に

一
九
四
四
年
に
亡
命
先
の
ア
メ
リ
カ
で
著
し
た
論
文
「
占
領
下
欧
州
に
お
け
る
枢
軸
国
支
配
」
に
お
い
て

「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
を
初
め
て
使
用
し
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
「
侵
略
者
（
ナ
チ
ス
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
特

定
の
民
族
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
絶
滅
を
企
図
し
た
行
為
」
と
定
義
し
て
い
る
（Lem

kin 1944

）。
翌
年
四

月
に
発
表
し
た
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
―
―
現
代
の
犯
罪
」
と
題
す
る
論
文
で
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
「
特
定

の
民
族
集
団
が
生
存
で
き
な
く
な
る
よ
う
に
そ
の
集
団
の
重
要
な
生
存
基
盤
を
破
壊
す
る
こ
と
」
と
定
義

し
た
（Lem

kin 1945
）。

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
勝
国
は
、
大
戦
の
終
結
直
後
に
開
廷
さ
れ
た
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
に
お
い
て

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
犯
し
た
数
々
の
暴
虐
を
暴
き
、
ド
イ
ツ
の
戦
争
指
導
者
を
「
人
道
に
対
す
る
罪
」
と

し
て
裁
い
た
。
ド
イ
ツ
・
ナ
チ
ス
の
指
導
者
が
人
道
に
対
す
る
罪
で
裁
か
れ
た
直
後
で
あ
る
だ
け
に
、
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
を
国
際
法
上
の
犯
罪
と
し
て
禁
止
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
空
気
が
国
連
を
支
配
し
て
い
た
。
そ

の
結
果
、
発
足
ま
も
な
い
国
連
は
、
将
来
、
戦
時
と
平
時
と
を
問
わ
ず
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
罪
を
裁
く
た

め
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
禁
止
す
る
条
約
の
策
定
に
取
り
か
か
り
、
そ
れ
が
「
集
団
殺
害
罪
の
防
止
お
よ
び

処
罰
に
関
す
る
条
約
（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
）」（
一
九
四
八
年
に
採
択
）
に
結
実
す
る
。

　

実
は
、
こ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
起
草
過
程
に
お
い
て
当
初
の
事
務
局
草
案
に
あ
っ
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
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ド
禁
止
対
象
に
政
治
集
団
を
含
め
る
案
が
最
終
的
に
は
否
決
さ
れ
、
ま
た
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
禁
止

案
も
最
終
的
に
は
外
さ
れ
て
い
く
。
事
務
局
草
案
が
後
退
し
て
い
く
の
は
、
人
権
と
基
本
的
自
由
の
尊
重
、

お
よ
び
人
民
の
自
決
の
原
則
を
柱
と
す
る
国
連
の
平
和
主
義
の
理
念
が
早
く
も
国
連
創
設
三
年
目
に
頓
挫

せ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
禁
止
問
題
に
は
国
際
政
治
シ
ス
テ
ム
と
国
家
主
権
の
原
則
的
対

立
・
矛
盾
が
内
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

で
は
な
ぜ
政
治
集
団
の
殺
戮
を
禁
止
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
な
ぜ
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
禁
止
で
き

な
か
っ
た
の
か
。
以
下
に
お
い
て
、
人
道
に
対
す
る
罪
を
裁
こ
う
と
す
る
国
際
正
義
の
論
理
と
、
国
際
社

会
か
ら
の
干
渉
を
嫌
い
、
国
民
統
合
と
同
化
政
策
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
の
国
家
の
論
理
と
の
狭
間
で

揺
れ
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
起
草
過
程
を
考
察
す
る
。

２　

戦
時
の
大
量
殺
戮
を
裁
く

戦
時
に
限
定
さ
れ
た
「
人
道
に
対
す
る
罪
」

　

欧
州
戦
争
の
最
後
の
四
年
間
に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
そ
の
占
領
下
で
組
織
的
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
行
っ

た
が
、
そ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
対
象
と
な
っ
た
民
族
は
主
と
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
と
ス
ラ
ブ
人
で
あ
り
、
そ
の

犠
牲
者
数
は
二
千
万
人
に
上
る
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
犠
牲
者
数
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
よ
り
も
ス
ラ
ブ
人
の
方
が
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上
回
っ
て
い
る
。
独
ソ
戦
の
開
始
か
ら
ド
イ
ツ
の
ソ
連
領
侵
攻
が
始
ま
る
と
、
ソ
連
領
内
で
四
百
万
人
近

く
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
、
二
百
万
人
近
く
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
人
、
百
五
十
万
人
近
く
の
ロ
シ
ア
人
を
中
心
に
お

よ
そ
六
百
万
人
か
ら
七
百
万
人
の
非
ユ
ダ
ヤ
系
ソ
連
市
民
が
殺
戮
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
占
領
下
の
ポ
ー
ラ
ン

ド
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
を
除
く
お
よ
そ
三
百
万
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
知
識
人
に
対
す
る
政
治
的
殺
戮
が
行
わ
れ

た
。
一
方
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
関
し
て
は
、
四
二
年
初
頭
か
ら
終
戦
ま
で
、
ド
イ
ツ
支
配
下
で
五
五
〇
万
人
の

ユ
ダ
ヤ
人
が
強
制
収
容
所
へ
送
ら
れ
、
殺
戮
さ
れ
た
（M

ann 2005: 185-188

）。

　

国
連
総
会
第
一
期
の
開
催
中
の
一
九
四
六
年
九
月
三
〇
日
か
ら
一
〇
月
一
日
に
か
け
て
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ

ル
ク
裁
判
の
判
決
が
公
表
さ
れ
た
。
同
裁
判
で
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
指
導
者
は
、
米
英
仏
ソ
四
カ
国
で
合

意
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
協
定
（
ま
た
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
憲
章
、
四
五
年
八
月
）
に
基
づ
き
、
平
和
に
対
す
る
罪
、

通
例
の
戦
争
犯
罪
、
お
よ
び
人
道
に
対
す
る
罪
の
い
ず
れ
か
の
罪
状
で
裁
か
れ
た
。
平
和
に
対
す
る
罪
と

は
、
侵
略
戦
争
ま
た
は
国
際
条
約
、
協
定
、
も
し
く
は
誓
約
に
違
反
す
る
戦
争
の
計
画
、
準
備
、
開
始
も

し
く
は
遂
行
、
ま
た
は
以
上
の
行
為
の
い
ず
れ
か
を
達
成
す
る
た
め
の
共
通
の
計
画
も
し
く
は
共
通
の
謀

議
へ
の
関
与
（
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
国
際
軍
事
裁
判
所
憲
章
、
第
６
条
ａ
項
）
で
あ
る
。
通
例
の
戦
争
犯
罪
と
は
、
戦

争
法
規
・
慣
例
の
違
反
（
同
、
第
六
条
ｂ
項
）
で
あ
る
。「
人
道
に
対
す
る
罪
」
と
は
、
戦
前
も
し
く
は
戦
時

中
の
す
べ
て
の
一
般
人
民
に
対
す
る
、
殺
人
、
殲
滅
、
奴
隷
的
酷
使
、
追
放
、
そ
の
他
の
非
人
道
的
行
為
、
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ま
た
は
政
治
的
（political

）、
人
種
的
（racial

）
ま
た
は
宗
教
的
（religious

）
理
由
に
基
づ
く
迫
害
で
あ
る

（
同
、
第
六
条
ｃ
項
）。

　

人
道
に
対
す
る
罪
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
、
一
九
三
九
年
九
月
以
降
の
戦
時
中
に
ド
イ
ツ
占
領
下
の

市
民
に
対
し
て
犯
し
た
罪
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
ド
イ
ツ
の
戦
争
犯
罪
の
裁
き
が
戦
勝

国
へ
跳
ね
返
っ
て
く
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
る
。
国
内
に
人
種
差
別
の
慣
行
を
有

し
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
弾
圧
や
迫
害
の
歴
史
を
持
つ
国
に
と
っ
て
、
平
時
に
行
わ
れ
る
人
道
に
対
す
る

罪
が
国
際
法
廷
で
裁
か
れ
る
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
自
ず
と
自
国
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
こ
と
は
明
白
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
（Schabas 2009: 38-43

）。

　

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
で
人
道
に
対
す
る
罪
が
、
戦
時
下
の
ド
イ
ツ
の
占
領
支
配
領
域
で
侵
さ
れ
た
罪

に
限
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
レ
ム
キ
ン
の
み
な
ら
ず
国
連
の
非
欧
州
諸
国
に
は
不
満
で
あ
っ
た
。
特
に
キ
ュ
ー

バ
、
イ
ン
ド
、
パ
ナ
マ
の
国
連
代
表
は
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
判
決
が
戦
前
の
犯
罪
を
不
問
に
付
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
故
に
戦
時
と
平
時
と
を
問
わ
ず
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
国
際
法
上
の
犯
罪
と
し
て
確

立
し
よ
う
と
す
る
議
題
を
総
会
の
俎
上
に
載
せ
る
よ
う
提
案
し
た
。
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
条
約
を
策
定
す
べ
き
だ
と
の
考
え
方
が
国
連
代
表
団
の
中
で
広
が
り
、
エ
ジ
プ
ト
代
表
が
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
お
よ
び
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
国
、
す
な
わ
ち
非
欧
州
諸
国
の
支
持
の
も
と
に
戦
時
と
平
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時
と
を
問
わ
ず
、
宗
教
的
お
よ
び
人
種
主
義
的
な
迫
害
と
差
別
を
禁
止
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
禁
止
の
決
議

案
を
提
出
し
た
（
ロ
ー
レ
ン
、
二
四
九
―
二
五
〇
）。

「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
犯
罪
」

　

ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
行
わ
れ
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
数
々
の
大
量
殺
戮
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
し
か

も
そ
の
国
際
的
反
響
が
あ
ま
り
に
も
す
さ
ま
じ
か
っ
た
だ
け
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
国
際
法
上
の
犯
罪
に

し
よ
う
と
す
る
動
き
に
対
し
て
、
ど
の
国
も
正
面
か
ら
反
対
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
国
連
総
会

は
、
一
九
四
六
年
一
一
月
一
九
日
、「
迫
害
と
差
別
」
と
題
す
る
決
議
を
満
場
一
致
で
採
択
し
（A

/RES/103

（1

））、
そ
の
決
議
の
中
で
「
宗
教
的
お
よ
び
人
種
主
義
的
な
迫
害
と
差
別
の
即
刻
廃
止
が
も
っ
と
も
優
先

さ
れ
る
べ
き
人
類
の
課
題
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
加
盟
国
に
対
し
て
こ
う
し
た
人
種
差
別
を
可
及
的

速
や
か
に
廃
止
す
る
よ
う
に
求
め
た
。

　

さ
ら
に
四
六
年
一
二
月
一
一
日
、
国
連
総
会
は
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
犯
罪
」
と
題
す
る
決
議
を
満
場
一
致

で
採
択
す
る
（A

/RES/96

（1

））。
同
決
議
文
に
お
い
て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
は
、「
人
間
集
団
全
体
の
生
存
権

の
否
定
」
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
「
国
際
法
上
の
犯
罪
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
。「
人
種
的
（racial
）、
宗
教
的
（religious

）、
政
治
的
（political

）、
お
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よ
び
そ
の
他
の
集
団
を
完
全
に
、
ま
た
は
部
分
的
に
破
滅
さ
せ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
の
行
為
は
「
文
明
世

界
が
断
罪
す
べ
き
犯
罪
」
で
あ
り
、
そ
の
罪
を
犯
し
た
首
謀
者
お
よ
び
共
犯
者
は
、
そ
れ
が
私
人
で
あ
れ
、

公
人
で
あ
れ
、
政
治
家
で
あ
れ
、
ま
た
そ
の
犯
罪
が
宗
教
的
、
人
種
的
、
政
治
的
、
そ
の
他
い
か
な
る
理

由
で
犯
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
同
総
会
決
議
は
、
加
盟
国
に
対
し
て
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
防
止
策
を
と
る
よ
う
に
要
請
す
る
と
と
も
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
罰
す
る
た
め
の
必
要
な
法
的
措

置
を
立
法
化
す
る
よ
う
加
盟
国
に
訴
え
た
。

３　

戦
勝
国
の
ジ
レ
ン
マ

事
務
局
草
案

　
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
犯
罪
」
と
題
す
る
先
述
の
国
連
総
会
決
議
の
採
択
を
受
け
て
、
国
連
事
務
局
は
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
条
約
の
草
案
作
成
に
取
り
か
か
る
。
一
九
四
七
年
六
月
、
レ
ム
キ
ン
ら
三
名
の
委
員
の
助
言
に
基

づ
く
事
務
局
草
案
が
経
済
社
会
理
事
会
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
）
へ
提
出
さ
れ
、
総
会
事
務
局
の
第
六
委
員
会
の

審
議
を
経
て
翌
年
四
月
、
経
済
社
会
理
事
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
特
別
小
委
員
会
で
国
連
事
務
局
が
用
意
し

た
草
案
を
も
と
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
起
草
に
向
け
て
実
質
的
な
審
議
が
始
ま
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
国
連
総
会
決
議
文
に
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
禁
止
対
象
と
な
る
集
団
と
し
て
、
人
種
集
団
、
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宗
教
集
団
と
並
ん
で
政
治
集
団
が
含
ま
れ
て
お
り
、
し
か
も
政
治
的
理
由
に
基
づ
く
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
も
罰

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
レ
ム
キ
ン
ら
三
人
の
専
門
家
の
助
言
を
基
に
作
成
さ
れ
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約

の
草
案
に
は
、
人
種
（racial

）、
民
族
的
（national

）、
言
語
的
（linguistic

）、
宗
教
的
（religious

）、
政
治

的
（political
）
の
各
種
集
団
に
対
す
る
殺
戮
を
禁
止
す
る
、
と
あ
っ
た
。
ま
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
形
態
に

つ
い
て
、
物
理
的
（physical

）、
生
物
的
（biological

）、
文
化
的
（cultural

）
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
三
つ
の
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
形
態
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
義
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
作
成
は
そ
の
後
、
国
連
総
会
第
二
会
期
の
議
題
と
な
り
、
第
六
委
員
会
（
法
律
）

に
条
約
作
成
が
付
託
さ
れ
、
さ
ら
に
四
八
年
四
月
か
ら
は
経
済
社
会
理
事
会
の
特
別
小
委
員
会
に
草
案
作

成
が
付
託
さ
れ
る
（
委
員
会
は
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
レ
バ
ノ
ン
、
ソ
連
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ

の
七
カ
国
の
委
員
か
ら
構
成
）。

「
政
治
集
団
」
外
し
の
論
理

　

第
六
委
員
会
で
の
審
議
過
程
に
お
け
る
主
要
な
争
点
は
、
お
よ
そ
以
下
の
点
に
絞
ら
れ
る
。
第
一
に
、

保
護
さ
れ
る
べ
き
集
団
（
具
体
的
に
は
政
治
集
団
を
含
め
る
か
否
か
）、
第
二
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
形
態
（
具
体

的
に
は
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
含
め
る
か
否
か
）、
第
三
に
、
国
際
刑
事
裁
判
所
の
設
立
、
第
四
に
、
ジ
ェ
ノ
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サ
イ
ド
条
約
と
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
原
則
と
の
整
合
性
、
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
第
六
委
員
会
お
よ
び
特
別

委
員
会
で
の
審
議
を
通
し
て
政
治
的
自
由
の
尊
重
の
観
点
か
ら
政
治
集
団
に
対
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
禁

止
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
国
は
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
ア
メ
リ
カ
は
、
政
治
的
自
由
と
結
社
の
自
由
の
保

障
と
の
関
連
か
ら
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
禁
止
対
象
に
政
治
集
団
を
含
め
る
こ
と
に
賛
成
し
た
。
特
に
フ
ラ
ン

ス
は
、
過
去
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
人
種
的
ま
た
は
宗
教
的
理
由
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
き
た
歴
史
的
事
実

を
指
摘
し
、
将
来
は
主
と
し
て
政
治
的
理
由
で
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
政
治

集
団
の
保
護
を
主
張
し
、
他
の
国
の
代
表
の
支
持
を
得
た
。
先
見
性
に
満
ち
た
主
張
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
審
議
の
過
程
で
政
治
集
団
を
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
禁
止
対
象
に
含
め
る
こ
と
へ
の
反
対
論
に

与
す
る
国
が
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
禁
止
対
象
に
政
治
集
団
を
含
め
る
こ
と
に
反
対
す

る
論
点
は
次
の
四
点
に
要
約
さ
れ
よ
う
。
第
一
に
、
政
治
集
団
の
保
護
は
国
内
法
（
自
由
と
人
権
の
尊
重
）
に

基
づ
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
論
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
政
治
集
団
の
定
義
の
難
し
さ
に
起
因

す
る
反
対
論
で
あ
る
。
他
の
集
団
に
比
べ
政
治
集
団
は
定
義
し
に
く
い
。
政
治
犯
の
取
り
締
ま
り
と
政
治

集
団
に
対
す
る
抑
圧
の
区
別
は
難
し
い
。
特
に
ソ
連
は
、
政
治
集
団
は
人
種
的
、
宗
教
的
、
あ
る
い
は
民

族
的
な
集
団
と
は
異
な
り
、
科
学
的
定
義
に
な
じ
ま
な
い
と
の
理
由
で
反
対
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
人

種
的
、
宗
教
的
、
あ
る
い
は
民
族
的
な
集
団
の
特
徴
は
、
目
に
見
え
て
識
別
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
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客
観
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
政
治
集
団
は
そ
の
集
団
へ
の
帰
属
が
自
発
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
構
成
員

は
不
変
的
な
も
の
で
も
永
続
的
な
も
の
で
も
な
く
、
し
か
も
身
体
的
に
明
白
な
特
徴
を
有
さ
な
い
た
め
に

特
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
の
理
由
で
反
対
し
た
。
第
三
に
、
内
政
干
渉
の
恐
れ
に
起
因
す
る
反
対
論
で

あ
る
。
例
え
ば
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
は
政
治
集
団
へ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
禁
止
す
る
と
な
れ
ば
、
そ
れ
が
国
際

干
渉
の
口
実
に
な
る
こ
と
へ
の
懸
念
か
ら
の
反
対
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
反
政
府
団
体
が
こ
の
条
約

を
逆
手
に
と
っ
て
反
政
府
活
動
の
自
由
を
手
に
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
各
国
政
府
と
も
反
政
府
活
動
を
展
開

す
る
政
治
集
団
へ
の
弾
圧
が
国
際
干
渉
の
口
実
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
よ
う
な
条
約
に
加
盟
す
る
こ
と
は

な
い
と
予
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
反
政
府
活
動
の
取
り
締
ま
り
が
で
き
な
く
な
る
と
の
懸
念
か
ら
の
反

対
論
で
あ
る
。
第
四
に
、
条
約
の
批
准
の
遅
延
を
懸
念
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
反
対
論
で
あ
る
。
政
治
集

団
に
対
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
禁
止
さ
れ
れ
ば
、
各
国
政
府
と
も
国
内
の
反
政
府
集
団
が
こ
の
条
約
を
利

用
し
て
政
府
転
覆
活
動
に
従
事
す
る
の
を
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
し
、
ま
た
政
府
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

条
約
違
反
で
国
際
法
廷
に
立
た
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
批
准
し
な
い
国
が
続
出
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
理
由

に
よ
る
反
対
論
で
あ
る
。

　

反
対
論
の
本
意
は
き
わ
め
て
政
治
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
ソ
連
の
共
産
主
義
者
に
と
っ
て
政
治

的
理
由
に
基
づ
く
大
量
殺
戮
を
国
際
犯
罪
と
認
定
す
る
こ
と
な
ど
到
底
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
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政
治
的
な
理
由
に
基
づ
く
数
百
万
人
規
模
の
大
量
殺
戮
を
す
で
に
犯
し
て
い
た
ソ
連
政
府
と
し
て
は
至
極

も
っ
と
も
な
主
張
で
あ
る
。
ソ
連
以
外
に
も
多
く
の
国
が
自
国
民
に
対
す
る
政
治
的
弾
圧
を
行
う
権
利
を

放
棄
す
る
こ
と
に
は
乗
り
気
で
な
か
っ
た
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
が
日
増
し
に
強
ま
る
国
際
政
治
状
況
下

に
あ
っ
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
禁
止
対
象
に
政
治
集
団
を
含
め
る
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
自
国
の
政
治
に
外

国
の
干
渉
を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
不
安
が
多
く
の
国
の
代
表
を
悩
ま
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
九
四
八
年
九
月
か
ら
始
ま
る
国
連
総
会
第
六
法
律
小
委
員
会
（
第
六
委
員
会
）
に
お
い
て
事
務
局
草
案

に
若
干
の
修
正
が
加
え
ら
れ
特
別
委
員
会
草
案
が
審
議
さ
れ
た
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
禁
止
対
象
に
政
治
集

団
を
残
す
か
否
か
に
つ
い
て
審
議
は
紛
糾
し
た
。
残
す
こ
と
に
反
対
す
る
理
由
は
、
お
よ
そ
二
点
に
集
約

さ
れ
る
。
一
つ
は
、
政
治
集
団
と
い
う
も
の
は
定
義
す
る
の
が
難
し
く
、
し
か
も
他
の
集
団
に
比
べ
そ
の

存
在
が
安
定
し
て
い
な
い
と
の
理
由
、
第
二
に
、
政
治
的
弾
圧
の
罪
で
国
際
法
廷
に
自
国
が
駆
り
出
さ
れ

る
の
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
多
く
の
国
は
条
約
を
批
准
し
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
結
果
、
条
約
は
発
効
し

な
い
で
あ
ろ
う
と
の
理
由
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
投
票
で
決
着
が
図
ら
れ
た
。
政
治
集
団
を
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
禁
止
対
象
か
ら
外
す
よ
う
求
め
る
提
案
は
賛
成
二
二
票
、
反
対
六
票
（
棄
権
一
二
票
）
で
採
択
さ
れ
た
。

　

時
は
東
西
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
始
ま
る
時
期
で
あ
る
。
条
約
の
起
草
過
程
に
参
加
し
て
い
る
各
国
委

員
は
政
府
を
代
表
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
国
際
社
会
の
国
際
干
渉
を
嫌
い
、
政
治
的
反
対
派
を
弾
圧
す
る
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自
由
を
手
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に
落
ち
着
い
た
の
で
あ
る
。

「
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
」
外
し
の
論
理

　

条
約
の
起
草
過
程
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
重
要
な
争
点
が
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ

る
。
も
と
も
と
事
務
局
草
案
に
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
形
態
は
、
集
団
の
構
成
員
に
死
を
も
た
ら
す
物
理

的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、
出
産
の
制
限
を
意
味
す
る
生
物
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、
そ
れ
に
民
族
的
、
宗
教
的
ま
た

は
人
種
的
集
団
の
言
語
、
宗
教
ま
た
は
文
化
お
よ
び
そ
の
遺
産
の
撲
滅
を
意
味
す
る
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。

　

民
族
集
団
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
文
化
を
有
し
、
ま
た
固
有
の
民
族
文
化
の
伝
承
者
で
も

あ
る
。
そ
れ
故
に
、
民
族
の
文
化
的
象
徴
を
破
壊
す
る
こ
と
は
、
そ
の
集
団
の
存
続
基
盤
を
破
壊
す
る
こ

と
に
も
等
し
く
、
そ
う
し
た
破
壊
的
行
為
は
民
族
の
存
亡
の
危
機
を
も
た
ら
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ

に
特
定
集
団
の
固
有
の
文
化
を
抹
殺
す
る
行
為
を
意
味
す
る
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
い
う
概
念
が
考
案

さ
れ
た
背
景
が
あ
る
。
例
え
ば
大
戦
中
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
占
領
支
配
下
で
行
っ
た
文
化
遺
産
の
破
壊
、

芸
術
家
、
科
学
者
、
文
化
人
・
知
識
人
の
迫
害
、
書
籍
の
焼
却
と
い
っ
た
行
為
は
、
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
の
行
為
で
あ
る
。
大
戦
末
期
の
ソ
連
で
、
ク
リ
ミ
ア
か
ら
タ
タ
ー
ル
人
を
追
放
し
た
後
に
タ
タ
ー
ル
人
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の
関
連
の
記
念
碑
は
破
壊
さ
れ
、
タ
タ
ー
ル
語
で
書
か
れ
た
書
籍
や
文
書
は
焼
き
払
わ
れ
、
タ
タ
ー
ル
民

族
の
歴
史
は
「
山
賊
行
為
と
盗
賊
に
明
け
暮
れ
て
き
た
」
と
書
き
換
え
ら
た
。
こ
れ
は
タ
タ
ー
ル
民
族
の

痕
跡
を
一
掃
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
他
な
ら
な
い
。
ク
リ
ミ
ア
・
タ
タ
ー
ル
人
は

チ
ェ
チ
ェ
ン
・
イ
ン
グ
ー
シ
人
と
も
に
か
つ
て
ソ
ビ
エ
ト
化
に
強
く
抵
抗
し
た
民
族
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

に
ソ
連
指
導
部
は
戦
争
の
さ
な
か
に
利
敵
行
為
を
口
実
に
懲
罰
的
な
民
族
浄
化
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
も
、
ソ
ビ
エ
ト
化
に
抵
抗
し
た
こ
れ
ら
の
民
族
に
対
し
て
、
民
族
浄
化
を
行
っ
た
こ
と
に
加
え
、
彼
ら

の
民
族
文
化
ま
で
も
抹
殺
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　

事
務
局
草
案
に
あ
る
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
は
、
特
定
集
団
の
特
徴
を
次
の
方
法
で
破
壊
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
、
①
子
ど
も
を
他
の
人
間
集
団
へ
強
制
移
動
さ
せ
る
こ
と
、
②
特
定
集
団
の
文
化
を
共
有
す
る

人
間
個
人
の
強
制
的
か
つ
組
織
的
国
外
追
放
、
③
私
生
活
に
お
い
て
特
定
民
族
集
団
の
言
語
の
使
用
禁
止
、

④
特
定
民
族
の
言
語
で
書
か
れ
た
書
籍
、
特
定
宗
教
関
連
の
書
物
の
組
織
的
破
壊
、
ま
た
は
上
述
の
書
物

の
新
た
な
刊
行
の
禁
止
、
⑤
歴
史
的
ま
た
は
宗
教
的
遺
跡
の
組
織
的
破
壊
、
も
し
く
は
そ
れ
ら
の
遺
跡
の

他
へ
の
転
用
、
歴
史
的
、
芸
術
的
ま
た
は
宗
教
的
に
価
値
の
あ
る
も
の
、
も
し
く
は
礼
拝
所
の
組
織
的
な

破
壊
、
で
あ
る
。
今
日
の
多
文
化
主
義
社
会
で
は
当
然
視
さ
れ
る
よ
う
な
先
駆
的
な
内
容
で
あ
る
。

　

一
九
四
八
年
四
月
か
ら
始
ま
る
特
別
委
員
会
に
お
い
て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
起
草
が
始
ま
る
。
ナ
チ
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ス
の
行
っ
た
暴
虐
の
記
憶
が
ま
だ
鮮
明
で
あ
っ
た
の
で
、
特
別
委
員
会
で
は
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
禁

止
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
国
な
ど
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
の
強
い
抵
抗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

圧
倒
的
多
数
の
支
持
の
も
と
に
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
条
約
草
案
に
含
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
四
八
年
九
月
か
ら
始
ま
る
第
六
委
員
会
で
形
勢
が
逆
転
す
る
。

　

文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
禁
止
を
条
約
に
含
め
る
よ
う
強
く
支
持
し
た
の
は
ソ
連
で
あ
る
。
ソ
連
は
民

族
言
語
の
使
用
禁
止
や
民
族
文
化
の
禁
止
を
目
的
と
す
る
一
連
の
政
策
を
「
民
族
的
・
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
」
の
範
疇
に
含
め
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
禁
止
を
提
案
し
た
。
そ
れ
は
ソ
連
国
内
で
保
障
さ
れ
て

い
る
民
族
言
語
の
尊
重
、
民
族
自
治
な
ど
民
族
自
決
主
義
の
枠
組
み
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
の
提
案
で
あ
っ

た
。
ア
ジ
ア
・
ア
ラ
ブ
諸
国
も
ソ
連
と
同
様
に
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
禁
止
す
る
こ
と
を
支
持
し
た
。

一
方
、
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
禁
止
に
当
初
反
対
し
た
の
は
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
英
連
邦
諸
国
で

あ
る
。

　

文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
形
態
に
含
め
る
こ
と
へ
の
反
対
論
の
根
拠
は
以
下
の
通
り

に
集
約
さ
れ
よ
う
。
第
一
に
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
概
念
を
広
げ
す
ぎ
た
結
果
、
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
禁

止
は
国
民
統
合
、
同
化
政
策
の
妨
げ
と
な
る
故
に
条
約
を
批
准
し
な
い
国
が
続
出
す
る
と
の
懸
念
か
ら
の

反
対
、
第
二
に
、
文
化
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
い
う
も
の
は
、
国
際
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
の
問
題
と
重
な
り
、
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ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
特
別
委
員
会
の
管
轄
で
は
な
い
と
の
理
由
か
ら
の
反
対
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
代
表

は
、
ラ
ッ
プ
人
の
キ
リ
ス
ト
教
改
宗
が
公
に
な
れ
ば
国
際
社
会
の
非
難
の
的
に
な
る
と
の
懸
念
を
正
直
に

述
べ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
代
表
は
、
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
禁
止
は
、
今
や
ど
の
国
で
も
普
通
に
行
わ
れ
て

い
る
政
府
の
同
化
政
策
に
対
し
て
少
数
民
族
が
そ
れ
に
反
対
す
る
口
実
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
の
懸

念
を
表
明
し
た
。
英
連
邦
諸
国
、
な
か
で
も
南
ア
フ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
、
イ
ギ

リ
ス
の
帝
国
主
義
者
が
先
住
民
の
迫
害
の
上
に
築
い
て
き
た
国
は
、
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
禁
止
す
れ

ば
「
未
発
達
の
部
族
」
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
社
会
統
合
や
国
民
統
合
の
障
害
に
な
る

と
の
理
由
で
反
対
し
た
。
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
禁
止
で
も
す
れ

ば
、
そ
れ
は
部
族
制
度
の
存
在
を
現
地
住
民
の
社
会
発
展
の
阻
害
要
因
と
み
な
し
て
い
る
国
連
信
託
統
治

制
度
へ
の
批
判
は
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
警
告
し
た
。
南
ア
フ
リ
カ
代
表
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
支

持
し
つ
つ
、
同
時
に
原
始
的
、
後
進
的
な
集
団
の
保
護
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
よ
う
な
危
険
な
取
り
決

め
に
反
対
し
た
（Schabas 2009: 209-212
）。

　

こ
れ
ら
の
国
は
、
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
と
い
う
も
の
は
、
人
権
問
題
と
し
て
、
あ
る
い
は
少
数
民
族

問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
り
、
こ
の
問
題
の
審
議
は
当
時
、
世
界
人
権
宣
言
の
起
草
を
担
当

し
て
い
た
第
三
委
員
会
の
役
割
で
あ
る
、
と
も
主
張
し
た
。
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
国
際
法
上
の
犯
罪
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と
し
て
規
定
す
る
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
そ
れ
は
植
民
地
帝
国
に
と
っ
て
も
、
ま
た
国
内
に
人
種
差
別
政

策
や
制
度
の
慣
行
を
有
す
る
国
に
と
っ
て
も
、
そ
の
神
経
を
逆
な
で
す
る
取
決
め
に
な
る
の
は
明
白
で
あ

る
。
そ
れ
に
、
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
禁
止
さ
れ
れ
ば
、
国
民
統
合
も
同
化
政
策
も
遂
行
で
き
な
く
な

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
反
対
論
の
根
拠
の
一
つ
に
条
約
批
准
問
題
が
頭
を
も
た
げ
て
い
る
。

　

結
局
、
レ
ム
キ
ン
が
期
待
し
た
通
り
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
禁
止
は
条
約
の

最
終
確
定
稿
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
禁
止
が
外
さ
れ
た
の
は

民
族
問
題
を
封
印
す
る
時
代
傾
向
、
お
よ
び
戦
後
も
維
持
さ
れ
て
い
た
植
民
地
主
義
の
正
当
化
の
反
映
で

あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
国
際
社
会
が
加
盟
国
政
府
に
同
化
政
策
を

続
け
る
こ
と
に
暗
黙
の
同
意
を
与
え
た
に
等
し
い
。

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約

　

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
る
前
日
の
四
八
年
一
二
月
九
日
、
国
連
総
会
に
お
い
て
「
集
団
殺
害
罪
の

防
止
お
よ
び
処
罰
に
関
す
る
条
約
」（「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
」）
が
つ
い
に
満
場
一
致
（
棄
権
八
）
で
採
択
さ
れ

た
。
全
一
九
条
か
ら
な
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
お
け
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
定
義
に
関
す
る
部
分
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。
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・
集
団
殺
害
に
つ
い
て
平
時
と
戦
時
と
を
問
わ
ず
、
国
際
法
上
の
犯
罪
で
あ
り
、
こ
れ
を
防
止
し
、
処

罰
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
（
第
一
条
）。

・
集
団
殺
害
と
は
、
民
族
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
、
人
種
、
宗
教
集
団
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
破
壊
す
る
意
図

を
持
っ
て
行
わ
れ
る
次
の
行
為
の
い
ず
れ
を
も
意
味
す
る
。（
ア
）
集
団
構
成
員
を
殺
す
こ
と
、（
イ
）

集
団
構
成
員
に
対
し
て
肉
体
的
ま
た
は
精
神
的
に
重
大
な
危
害
を
加
え
る
こ
と
、（
ウ
）
肉
体
の
全
部

ま
た
は
一
部
の
破
壊
を
も
た
ら
す
た
め
に
企
図
さ
れ
た
生
活
条
件
を
故
意
に
集
団
に
課
す
こ
と
、（
エ
）

集
団
内
の
出
生
を
妨
げ
る
こ
と
を
意
図
す
る
措
置
を
課
す
こ
と
、（
オ
）
集
団
の
児
童
を
他
の
集
団
に

強
制
的
に
移
す
こ
と
（
第
二
条
）、
以
上
の
行
為
を
意
味
す
る
。

・
処
罰
す
べ
き
行
為
と
し
て
、（
ア
）
集
団
殺
害
、（
イ
）
集
団
殺
害
の
共
同
謀
議
、（
ウ
）
集
団
殺
害
の

直
接
か
つ
公
然
た
る
教
唆
、（
エ
）
集
団
殺
害
の
未
遂
、（
オ
）
集
団
殺
害
の
共
犯
を
処
罰
す
る
と
規

定
さ
れ
た
（
第
三
条
）。

４　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
残
し
た
教
訓

　

人
種
平
等
主
義
の
平
和
観
が
広
ま
り
、
ま
た
人
道
に
対
す
る
罪
の
裁
き
が
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
連
合
国
が
そ
れ
ま
で
犯
し
た
数
々
の
非
人
道
的
行
為
が
世
界
の
耳
目
を
引
く
こ
と
に
な
る
の
は
不
可
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避
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
国
の
人
種
差
別
問
題
や
人
権
問
題
が
次
第
に
国
際
問
題
へ
発
展
し
て
い
く
こ

と
も
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
人
種
差
別
禁
止
の
動
き
や
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
禁
止
の
動
き
に
秘
め
ら
れ
た
危
険

性
を
敏
感
に
察
知
し
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
起
草
委
員
た
ち
は
、
人
権
尊
重
の
平
和
主
義
を
急
速
に
骨

抜
き
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
象
徴
的
な
出
来
事
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
起
草
過
程
で
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
禁
止
の
対
象
か
ら
の
政
治
集
団
外
し
で
あ
り
、
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
外
し
で
あ
っ
た
。

　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
起
草
過
程
で
、
次
の
二
つ
の
点
が
教
訓
と
し
て
残
っ
た
。
第
一
に
、
国
連
が
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
禁
止
に
お
い
て
政
治
集
団
の
殺
戮
を
禁
止
す
る
こ
と
に
合
意
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
各
国
代
表

が
、
政
治
的
迫
害
や
殺
戮
の
規
制
に
反
対
し
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
家
統
治
に
関
す
る
国
際
干
渉
を

嫌
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
文
化
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
禁
止
に
合
意
で
き
な
か
っ
た
の
は
各
国
代
表

が
国
民
統
合
に
向
け
て
同
化
政
策
の
自
由
を
手
に
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
国
内
先
住
民
族
へ
の

迫
害
や
植
民
地
住
民
へ
の
迫
害
に
世
界
の
目
が
向
く
の
を
恐
れ
た
か
ら
で
も
あ
る
。

　

国
連
は
人
権
と
基
本
的
自
由
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
秩
序
を
構
想
し
、
そ
の
基
本
的
国
際
関
係
原
則

を
確
立
し
た
も
の
の
、
す
で
に
冷
戦
が
始
ま
っ
て
い
た
だ
け
に
、
国
際
社
会
が
国
内
統
治
へ
干
渉
す
る
口

実
は
与
え
た
く
な
い
と
い
う
の
が
国
連
加
盟
国
の
本
音
で
あ
っ
た
。
主
権
尊
重
と
内
政
不
干
渉
の
原
則
に

よ
っ
て
国
内
統
治
の
自
由
を
確
保
し
、
国
民
統
合
を
進
め
る
上
で
妨
げ
と
な
ら
な
い
範
囲
内
で
ジ
ェ
ノ
サ
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イ
ド
を
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
よ
っ
て
特
定
の
民
族
集
団
を
迫
害
し
危
害
を
加
え
る
こ
と
を
国
際
法

上
の
犯
罪
と
し
て
確
立
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
少
数
民
族
の
生
存
の
た
め
の
最
低
限
の
国
際
保
障
措
置
と

し
て
そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
せ
っ
か
く
の
国
際
的
合
意

の
成
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
実
効
的
な
も
の
に
す
る
国
際
制
度
（
レ
ジ
ー
ム
）
の
整
備
が
伴
わ
ず
、

政
治
的
理
由
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
国
際
犯
罪
と
し
て
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
後
々

に
ま
で
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

と
い
う
の
も
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
罪
を
裁
く
管
轄
裁
判
所
と
し
て
国
際
刑
事
裁
判
所
の
設
立
が
予
定
さ
れ

て
い
た
が
（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
第
六
条
）、
こ
の
裁
判
所
は
長
い
間
、
創
設
さ
れ
ず
に
い
た
こ
と
も
あ
り
、

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
基
づ
く
訴
え
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
は
、
そ
の
後
、

数
十
年
間
形
骸
化
し
、
死
文
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
含
め
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条

約
の
定
義
か
ら
外
さ
れ
た
政
治
的
理
由
に
よ
る
大
量
殺
戮
が
、
主
と
し
て
社
会
主
義
諸
国
、
お
よ
び
独
立

し
た
て
の
途
上
国
で
発
生
し
た
。
ラ
ン
メ
ル
に
よ
れ
ば
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
四
五
年
か
ら
冷
戦
末

期
八
七
年
の
間
の
政
府
権
力
に
よ
る
人
民
の
殺
戮
（
民
衆
殺
戮
）
の
犠
牲
者
数
は
七
千
六
百
万
人
に
上
る
と

も
い
わ
れ
る
。
そ
の
多
く
は
政
治
的
殺
戮
で
あ
り
、
そ
の
大
半
は
共
産
党
一
党
独
裁
国
家
で
行
わ
れ
た
民
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衆
殺
戮
で
あ
る
。
そ
の
中
で
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
占
め
る
割
合
は
お
よ
そ
二
千
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　

冷
戦
が
終
結
し
、
グ
ッ
ド
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
始
ま
る
一
方
で
、
新
戦
争
が
発
生
し
、

国
際
戦
犯
法
廷
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
中
、
一
九
九
八
年
の
国
際
刑
事
裁
判
所
規
定
（
二
〇
〇
二
年
発

効
）
に
よ
っ
て
国
際
刑
事
裁
判
所
Ｉ
Ｃ
Ｃ
（
二
〇
〇
二
）
年
の
設
立
が
実
現
し
た
。
だ
が
今
も
っ
て
国
際
社

会
は
、
同
化
政
策
の
規
制
を
行
う
こ
と
に
合
意
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。

＊�

本
稿
は
拙
著
『
国
際
平
和
と
は
何
か
―
―
人
間
の
安
全
を
脅
か
す
平
和
秩
序
の
逆
説
』（
二
〇
一
五
年
、
中
央
公

論
新
社
）
の
第
三
章
を
基
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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